
2023年度社会構築論系ガイダンス 

１．論系進級者に向けて ····································

社会構築論系に進級された皆さんに向けての伝達事項は以下の通りです。 

① 伝達事項の確認について

科目登録、ゼミ・卒研申請など重要な通知がありますので、 My Waseda のメール・お知

らせ、文化構想学部ホームページは頻繁に確認するようにしてください。 

② 健康診断の受診等について

・学生定期健康診断について

できるだけ受診すること。特に健康診断書を必要とする場合（スポーツ実技の履修予定

者、学生会館のトレーニングジム利用希望者、留学用、奨学金用など）は必ず受診。 

・大学における感染症について

罹患した場合、医師の許可が下りるまで自宅療養すること。罹患したことを保健センタ

ー保健管理室および学部に連絡すること。 

③レポートにおける不正行為について

定期試験、教場試験における不正行為のみならず、レポートに関する不正行為について

も、停学を原則とする厳しい処分が下される。 

④新年度クラス担任について

  ２年生のクラス担任は、以下の５名の先生です。 

金敬黙先生、田畑幸嗣先生、樽本英樹先生、森元孝先生、柳澤明先生 

2023年度  

社会構築論系 

ガイダンス 

過去に学び、 

現在を知り、 

未来を拓く― 
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⑤論系ゼミ・卒業研究について 

➢ ゼミ生の選考   志望理由書・成績・面接など 

➢ ゼミの定員   10～15名程度 

➢ ゼミ変更・卒業研究への変更 

    参考：2022年度は、年２回（春・秋）申請の時期あり 

（申請自体は１回限りで、選考の結果、希望に添えない場合もある。） 

➢ 留学時のゼミ単位への振替認定 

可能。ただし留学先で指導を受けたことを証明する書類を事務所に提出し教務主任の

決裁を受け、ゼミ担当教員および論系の審査を受ける。 

 

 ※ゼミ・卒研については、秋学期の初め頃にゼミ・卒研ガイダンスをおこないます。 

 

【論系ゼミ・卒業研究申請スケジュール概略（必ず各自で文化構想学部 HPを参照する！！）】 

・ 9月上旬  ゼミ・卒研要項の発表 

・ 9月下旬  1次申請前「ゼミ・卒研ガイダンス」実施 

・ 9月下旬～10月上旬 各ゼミでのオープンゼミ・１次申込受付（MyWaseda） 

・ 11月上旬  １次結果発表、２次募集ゼミ・選考方法発表 

・ 11月上旬～中旬 ２次申込受付（MyWaseda） 

・ 11月下旬  ２次結果発表 

・ 11月下旬～12月中旬 ３次申込受付 

・ 12月下旬  ３次結果発表 

 

２．履修モデル（内容については文化構想学部ホームページへ） ··········  

1. 日本社会の成り立ちと近現代社会 ～日本とは何か 

2. 国際移民時代の社会構築を求めて ～トランスナショナルな社会の可能性 

3. 東アジアの近代 ～国家・社会・民族の構造と変容 

4. 近現代日本の社会と経済 

5. 現代日本社会の変動と都市・地域 

～近現代の日本社会の変動過程に焦点をあてた地域社会の理解 

6. 現代の地域・都市問題と開発のゆくえ 

～日本とアジアにおける地域開発と環境の行方、サステイナビリティを考えるために 

7. 文化遺産の継承 ～次世代のために 

8. 越境する平和学 ～グローバル・アジアにおける共生と和解の模索 

9. Can we live together? ～未来社会学の基礎と展開 

10. 現代社会におけるジェンダー 
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３．社会構築論系ホームページの紹介 ··························  

学生のみなさんに向けた様々な情報が掲載されています。ブログでは、最新のニュースをお知ら

せしています。一度のぞいてみてください。 

ホームページ：http://www.waseda.jp/socio_constr/index.html 

ブログ「社構の日々」：http://socio-constr.blogspot.jp/ 

 

４．社会構築論系室の案内（33号館 9階 904号室） ····················  

 社会構築論系室にはゼミ論集（ゼミ履修者が４年次に書くゼミ論文をまとめたもの）などが

一部保管されています。2023年度の開室予定については決定次第、Waseda Moodleおよび

社会構築論系ホームページに情報を掲載いたします。 

このほか、メールでのご相談にも対応しておりますので、その際は下記アドレスまでご連絡く

ださい。ご相談の内容に応じて Zoomオンライン相談を実施いたします。 

 

 社会構築論系メールアドレス：shakou.web@gmail.com  

 電話番号：03-5286-3559 

 ＊メールでの問い合わせの際は、氏名と学籍番号を明記してください 

 

５．社構会の案内 ····················································  

社構会では、学生主体でゼミや卒研の垣根を越えた交流を行っています。2022 年度は各ゼミの

テーマ（共生社会／移民問題 etc.）に関係する映画の鑑賞会を開催したほか、9 月に各ゼミ紹介／

ゼミ生とのトークイベントを開催しました（2021 年度は 9 月と 10 月にオンラインイベント「社構会

SUPER FES 2021」を、12月に『先輩に聞く！ゼミ論文＋就活体験記』を開催）。このほか SNSで

論系に関する情報発信を行っています（下記参照）。 

SNSアカウント 

・Twitter：@syakaikochiku https://twitter.com/syakaikochiku?s=21 

（右のバーコードから閲覧できます） 

 

・Instagram：https://www.instagram.com/syakougram/?hl=ja 

・はてなブログ：https://syakai-kochiku.hatenablog.com/ 

・glide：https://syakoukai.glideapp.io/ 

3

about:blank
about:blank
about:blank
about:blank


教員紹介
日本古代史・日本文化史・東アジアとの交流史

川尻　秋生

Akio KAWAJIRI

39-2611 a.kawajiri@waseda.jp

国際社会学（国際関係論）、トランスナショナルな市民社会研究、平和研究

金　敬黙

Kyungmook KIM 

39-2209 kimkmok@waseda.jp

日本中世史

久保　健一郎

Kenichiro KUBO

39-2612 kuboken@waseda.jp

東南アジア考古学

田畑　幸嗣

Yukitsugu TABATA

39-2121 tabata-y@waseda.jp

国際社会学、ヨーロッパ社会論、比較移民政策論

樽本　英樹

Hideki TARUMOTO

33-1006 hidekitarumoto@waseda.jp

アメリカ研究、ジェンダー史

豊田　真穂

Maho TOYODA

33-1608 maho.toyoda@waseda.jp

環境社会学、地域社会学、社会運動研究

西城戸　誠

Makoto NISHIKIDO

39-2214 nishikido@waseda.jp

個人的には古い時代の歴史を研究していますが、最近では日本文学・考古学な
どを融合させつつ、日本の通史を叙述する機会が増えてきました。今までの歴
史研究を乗り越えて、新しい人文学を構築するにはどうすればよいか、日々考
えています。

カンボジアのアンコール時代を研究しています。遺跡の発掘調査だけでなく、保存・修
復活動や人材養成プロジェクトにも携わっています。「昔のこと」をあれこれ考えるのが
好きですが、「昔のもの」と「今のこと」との結びつきにも興味があります。

自らのアイデンティティを、国籍や民族に依拠するのではなく、北東アジア出
身であるとか、TOKYO、SEOUL育ちという「地域」から模索する越境人にな
ろうとしています。研究では実践知と現場力を大切にしています。

日本の室町・戦国時代史、中近世移行期の歴史等が専門です。特にそれらのな
かにおける権力論や政治・経済などを勉強しています。今までやってきたこと
を大きくまとめてあげると、「公儀」＝戦国大名の正当性標榜の問題、「戦争
経済」＝戦国時代における兵粮を中心とした経済の問題といったところになり
ます。

さまざまな環境問題に関わる市民運動やコミュニティ活動を対象とした研究を行っています。
現在は再生可能エネルギーに関わるアクティビズムや、エネルギー事業と地域社会の受容性
に関して国内外の事例研究を行っています。また、東日本大震災と原発事故後は、津波被災
地の地域再生、原発避難者に対する支援や地域福祉に関する実践的な研究も行っています。
理論、実証、実践を繋ぐことを意識した「環境と社会」学を展開していきたいと思っています。

モノ、資本、人、情報・文化などが国境を越えるグローバル化が引き起こす社会問題に
興味を持ち、国際社会学の観点からヨーロッパ社会や移民政策の比較研究を行って
いる。

研究テーマは、アメリカ占領下の日本におけるジェンダー・社会政策。かつて
は女性労働改革、現在は性／生殖・結婚・家族をめぐる問題に注目していま
す。現代の日本社会が抱える諸問題は、占領期に行われた諸改革に端を発する
ものが多いと考えています。ゼミでは、現代社会の問題を歴史的な視点から考
察していきます。
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日本近現代史、ジェンダー・セクシュアリティ史

 藤野　裕子

Yuko FUJINO

39-2618 fujino-yuko@waseda.jp

社会理論、社会サイバネティクス

森　元孝

Mototaka MORI

39-2217 wienmoto@waseda.jp

日本近代史、日本経済史

森田　貴子

Takako MORITA

33-1007 morita-takako@waseda.jp

近世東アジア史

柳澤　明

Akira YANAGISAWA

39-2415 akiray@waseda.jp

地域社会学、災害社会学、地域産業論

野坂　真
　　 （講師【任期付】）

Shin NOZAKA

33-1012 shin-nzk@aoni.waseda.jp

東アジア考古学

呉　心怡
（助手）

Xinyi WU

33-904 w-xinyi@aoni.waseda.jp

日本中世史

山口　啄実
（助手）

Takumi YAMAGUCHI

33-904 yamataku@aoni.waseda.jp

研究テーマは、①多様な場所の個性はどのように生まれ記憶されるか、②地方における
地域社会の災害復興と持続可能性、③被災経験者の心の復興と社会的包摂、です。主
に能登半島地震、東日本大震災によって被災した地域にて、ローカルドキュメントの収
集・分析、質問紙調査、インタビュー調査など様々な社会調査の手法を駆使したフィール
ドワークを行ってきました。地元の方々による地域アーカイブ活動にも参画しています。

中世後期の禅宗と社会の関係を研究していますが、最終的には、中世禅宗がどのよう
に臨済宗や曹洞宗といった近世以降の「宗派」に接続していくかを明らかにすることを
目指しています。また近世史や思想史、宗派史研究など時代分野を問わず、仏教に関
する研究全般に関心があります。

中国の塼室墓の研究をしています。特に10世紀から14世紀頃（遼・金・元）の北方地域
の塼室墓が、なぜそのように造られるようになったのかを明らかにすることを目指して
います。東アジアのお墓全般に関心があり、日本の古墳時代後期の横穴式石室につ
いて群馬県や千葉県で調査も行なっています。

研究テーマは、狭くいうと①清朝の対外関係（特に対ロシア）；②東北アジアにおける
民族集団の移動と再編；となりますが、もう少し一般化すると、近世〜近代の東アジア
国際関係史全般と、「民族」のなりたちを歴史的にとらえることに関心があります。

日常生活における相互理解から世界政治、世界経済のレベルまで理論的ならびに経験
的なデータを選択して研究をしている。最新書は、『理論社会学　－社会構築の論理と媒
体』（東信堂）、『亀裂の弁証法　－石原慎太郎の社会学哲学探究』（東信堂）。過去『ア
ルフレート・シュッツのウィーン』（新評論）、『フリードリヒ・フォン・ハイエクのウィーン』（新
評論）、『逗子の市民運動』（御茶の水書房）、『貨幣の社会学』（東信堂）、『未来社会学
序説』（東信堂）などを書いてきた。

専門は、近代日本の土地制度です。特に、制度・政策と実態を関連づけて、一次史料
を使用しながら、捉えることをめざしています。近代以降の日本にかかわる多様な側
面にも関心を持っています。

これまでは、民衆史・社会史の観点から、大都市における民衆暴動の研究をし
てきました。最近は、セクシュアリティの歴史に関心があります。ゼミでは、
おもにオーラル・ヒストリーの手法を用いながら、過去の経験を話す／聞くこ
とをとおして、過去・現在・未来を考えたいと思います。
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国家ーダイナミクスゼミ

川尻　秋生

柳澤　明

樽本　英樹

森田　貴子

久保　健一郎

コミュニティー創造ゼミ

1. コミュニティ論 西城戸　誠

2. 歴史実践とコミュニティ  藤野　裕子

4. 近現代日本経済史

5. 前近代日本の
　　　　　国家・地域・戦争

ゼミ紹介

1990年代以降急速に発展してきた脱国境・超国家的でグローバルな社会
現象に対してヨーロッパ社会を中心に社会科学的な分析を行っていく。特
に国境を越える人々の移動と、それに伴う社会問題を理解することを到達
目標とする。文献講読や自由発表と共に議論の時間を中心に据え、学生
の学修意欲を刺激するゼミを目指す。学修の結果、社会科学系の文献を
英語で読みこなし議論できる技能を身に付けることができるだろう。

1. 日本社会の
　　　　成り立ちを考える

2. 近代アジア社会の形
成

3. 国際移民とヨーロッパ
の比較社会分析

アジアの伝統社会が「近代的」に再編されていく過程を歴史的に検討する。
その際、現在の価値観からみた物語を描くのではなく、同時代の人々の行
動・言説に直接向き合う視点を大切にしたい。扱う地域は主に東アジアで、
もちろん日本をからめることも可だが、日本の中だけで完結するようなテー
マは本ゼミには向かない。新設ゼミなので活動実績はないが、日常の学生
発表と討論以外に、一定期間は特定のテーマに関するグループワークを
行い、学外実習（博物館参観など）を組み込むことを予定している。

現在の日本社会がどのように立ち現れてきたのかという点を解明するため
に、日本社会の特質について検討する。それには日本が置かれた国際環
境や地理的条件を考えながら、時代をさかのぼって多様な事象を歴史学
的に検証し、変化の原因を突き止めることが必要である。こうした作業は、
現代社会に対して、異議申し立てを行う場合の有効な手段になると考え
る。
本ゼミでは、発表と討論を大切にしている。自分で調べた内容を文字化し
あるいは言語化すること、そしてそれらを批判的に討論することは、今後の
人生にとっても大切な財産になると思う。

今日の日本の社会における経済構造は、どのような歴史的経過を経て現
れてきたのか。日本の経済発展の歴史的理解は、現代日本社会の構造を
理解する上でも重要な要素である。本ゼミは、日本の社会構造について、
経済と歴史の観点から、経済構造、社会構造について研究することをめざ
す。ゼミ活動を通じて、研究の方法、調査、発表能力を習得する。

前近代は、ともすれば遠い昔話の世界に見えるかもしれない。しかし、現在
は前近代からの積み重ねの上に成り立っているのだから、前近代が、現在
にどのような繋がりをもち、またどのような断絶を経ているのかを知ること
は、複雑な現在を知り、未来への指針を得るために、たいへん重要であ
る。そこでこうした繋がり・断絶を多角的に追究し、理解を深めるため、この
ゼミでは日本の前近代について、国家・地域・戦争をキーワードとして検討
する。

フィールドワークを通じて、農業、再生可能エネルギー、福祉などの観点か
ら持続可能な地域社会の創造に向けたさまざまな実践を考えていきます。
参加学生が自由に調査テーマを設定し、1年を通して自らが調査を行い、
論文としてまとめます（3年生はグループで、4年生は個人で実証研究を実
施）。ゼミ合宿では、都市－農村交流を通じた関係人口の担い手になる
フィールド経験を通じて、過疎地域におけるまちづくりの実態と実践を学び
ます。

「歴史実践」という観点から、おもにオーラル・ヒストリー（聞き取り）の手法
を使って、過去の経験を聴く主体・語る主体の相互関係のなかで、歴史を
どのように紡ぎ、継承していけばよいかを考えていく。ゼミの目的は、過去
を明らかにすることだけではなく、その行為をとおして、現在のコミュニティ
や人びとに何らか関わりあうことにある。まずは、文献をとおして、オーラ
ル・ヒストリーの手法や「歴史実践」という概念を学ぶ。そのうえで、各自の
研究対象を、議論を重ねながら決定して、調査を実施する。

6



3. 文化遺産論 田畑　幸嗣

4. メディアとシステム 森　元孝

グローバル社会ー共生ゼミ

豊田　真穂

金　敬黙
2. グローバル・アジア
　　　　　　　 　  　　研究

1. 優生思想と
　　　　　　　　ジェンダー

ゼミを通じて、グローバルな視点（日本、アジア圏内に限らず、世界におけ
るア ジア研究の動向把握など）とローカルな視点からアジア（の特殊かつ
地球的な 課題）を探求します。すなわち、グローバル化時代におけるアジ
アの発展や変化、アジアの役割と課題などについて地域研究ならびにトラ
ンスナショナルな分 析枠組みから探求し、私たちが暮らす足元の課題にも
着目します。その過程を通じて、卒業研究などの成果に発展させます。

現代社会における共生を考えるためには、わたしたちがふだん疑うことの
ない「常識」にひそむ矛盾や思いこみに気づき、それらを打ち破っていく必
要がある。「適者」と「不適者」を選別する優生思想は20世紀初頭のイデオ
ロギーだが、現代に生きるわたしたちも優生思想を内面化し、ある特定の
生き方を強制されたり、「不適者」を排除しているケースがある。本ゼミで
は、歴史をひもときながら、ジェンダーの視点から優生思想を考察する。

Can We Live Together?　を基本テーマにして、社会学、経済学、政治学、
サイバネティックス、統計学の知識と方法を習得しつつ、参加メンバーがオ
リジナルの意見、理論を出し合い議論する能力を磨いていく。コンピュータ
を十分に使いこなすとともに、グループ･ワークを効率的にこなしていく。２
年間の４セメスターそれぞれ個別テーマを設定する。2016年度は、「社会理
論の基本を学ぶ」「社会秩序と憲法秩序　―日本国憲法の改正可能性を問
う」であった。年２回全員参加の合宿、月１回任意の定例会（懇親会）を行っ
ている。http://www.f.waseda.jp/wienmoto/

地域・都市の中の文化遺産のあり方について広く考えていく。都市の中の
文化財の保存と活用の問題、身近な地域・都市の文化的景観の変遷と保
存の問題など地域における文化遺産を取り巻く様々な事象に関してゼミ生
と考えていく。早稲田周辺の文化遺産の実態を把握するとともに、その歴
史的変遷を考察し、地域の中の文化遺産の保存や活用の具体的問題に
ついて具体的な提言プランを作成することを目指す。積極的な提言を実施
していくことを目指す。問題点の抽出などを実施していく。また国内外の世
界遺産（文化遺産）との比較研究も行う。
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ゼミ（３・４年） 関連演習 総合演習・共通演習ほか 講義

　国家の成り立ちと形成1 　軍隊と国家

　国家の成り立ちと形成2 　労働と国家

　国家の成り立ちと形成3 　民族と国家

　国家の構造と変容1 　国家形成論

　国家の構造と変容2 　アジア社会の動態

　国家の構造と変容3 社会構築論系総合演習1 　前近代政治社会思想論

　国家の構造と変容4 　近現代政治社会思想論

　国家の拡張と成熟1 社会構築論系総合演習2 　民衆世界論

　国家の拡張と成熟2 　近代日本社会論

　国家の交流と対立1 　現代日本社会論

　国家の交流と対立2 　アジア地域社会論

　地域社会と国家 　西洋地域社会論

　国際社会と国家 　西洋社会の動態

　日本社会の動態

　市民意識論

　地域・都市の歴史

　地域・都市論

　地域・都市形成史1 　比較文明論

　地域・都市形成史2 　建築史・都市計画論
　地域・都市形成史3 　都市景観の保存学

　コミュニティ構造論1 　環境変容と地域・都市の社会変動

　コミュニティ構造論2 　社会システム論

　コミュニティ構造論3 　社会理論

　コミュニティ構造論4 　コミュニティと主体形成

　コミュニティ変動論1 　グローバル・イシューとコミュニティ

　コミュニティ変動論2 　コミュニティ創造論

　コミュニティ変動論3 　コミュニティ研究

　文化遺産論1 　ジェンダー論

　文化遺産論3 　グローバル福祉論

　グローバル時代の戦争とジェンダー

　グローバル化の社会分析

専門演習1 　国際協力・人間の安全保障論

　人権論1 　トランスナショナル関係論

　人権論2 専門演習2 　国際メディア・情報リテラシー論

　人権論3 　環境と開発論

　平和論1 　リスク社会と地域開発

　平和論2 　平和・人権論

　平和論3 　地域産業論

　サステナビリティ論1 　市民活動論

　サステナビリティ論2 　エスニティ・ナショナリズム論

　サステナビリティ論3 社会構築論１（論系基礎科目） 　サステナビリティ論

　グローバル社会1 　社会実践論

　グローバル社会3 　社会デザイン論

　グローバル社会4

　1. 優生思想とジェンダー
　　（豊田真穂）

　2. グローバル・アジア研究
　    -アジアにおける越境、共生、和解-
　　（金敬黙）

  5. 自然・社会・サステナビリティ
　　 -豊かさとは何か-
    （高野孝子）

1. コミュニティ論
   -持続可能な地域社会の創造に
　 向けたフィールドワーク-
　（西城戸誠）

2. 歴史実践とコミュニティ
　（藤野裕子）

3. 文化遺産論-文化遺産の保存と活用-
　（田畑幸嗣）

4. メディアとシステム

     -Can we live together?-

　（森元孝）

社会構築論系共通演習
(量的調査)

社会構築論系共通演習
（質的調査）

2023年度　社会構築論系設置科目一覧
※詳細はシラバスを確認のこと

社会構築論系共通演習
（フィールドワーク論）

社会構築論系共通演習
（フィールドワーク論基礎演習1）

1. 日本社会の成り立ちを考える
　（川尻秋生）

2. 近代アジア社会の形成
　（柳澤明）

3. 国際移民とヨーロッパの

     比較社会分析

　（樽本英樹）

4. 近現代日本経済史
　（森田貴子）

5. 前近代日本の国家・地域・戦争
　（久保健一郎）
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